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地域防災システム図(2006年)
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学校が担う地域防災の役割は大きい



子ども達が描く防災のイメージ
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イメージを変える！！



「人が何かをするとき」を考える

• 仕事で

• 興味がある

• なんとなく

• 本能

興味を持てるような取り組み
で防災意識の啓発を図れない
だろうか？

「たのしい防災」の原点



「たのしい防災」の作り方

• 人が興味を持つものを列挙する
例：美味しいものが食べたい、楽しい映画が見たい等

• 防災への応用方法を考える
例：美味しいものが食べたい→防災3分間クッキング

（このとき「美肌」「メタボ対策」など人が興味を持ちやすいポイントを押さ
え、栄養学的な観点も含めた検討を行っておく）

• 参加者の意見を収集し随時作り変える
例：被災時の炊き出しの栄養評価を加える等



‘たのしい防災’が残した課題

• 楽しければ楽しいほど「日常」ではなくなる

• 防災＝特別と印象付けてしまう

防災≠生活

防災は生活そのものであり「防災＝生活」であるべき



個人の生活そのものを考える

ＢＣＰ＝Business Continuity Plan（事業継続計画）

CCP=Community Continuity Plan

FCP=Family Continuity Plan

個人という最小単位で考えてみる・・・

Life (Live) Management DesignLife (Live) Management Design（生活管理設計）（生活管理設計）
（注：被災者および住民らと命名）



ＬＭＤの作成について

• 被災地の声を反映する

• 住民とともに各自が作成する

• 実行可能なものしか提案しない

（next）
参加者がつくったＬＭＤを示す。ただし、ここでの
ＬＭＤには全員の意見が一致したものだけを示した。
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LiveLive Management DesignManagement Design
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家具の転倒防止

×

使用後のダンボールを用いた
家具の転倒防止対策

×

普通の食料を備蓄食料
とする

非常食の準備

通帳・印鑑・保険

コピー等を作成、もしくは
身分を証明できるものを持ち歩く（注：強度試験は防災教育で実証済み）

（備蓄として買わない）

（免許証などでも良い）



ま と め

• 防災教育を広めたいなら手法は考えるべき

・・・実施者側の自己満足ではなく受け手側のことを考える

• 防災教育は有効だが限界がある

・・・注目されればされるほど「特殊化」し「日常」と離れる

• 防災＝生活である

・・・防災＝特殊では浸透しない


